
12
月
23
日
（
水
・
祝
）
に

ア
イ
リ
ス
愛
知
に
て
第
４
回

現
業
評
議
会
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
定
数
28
名
中
26

名
の
代
議
員
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

笹
山
現
業
評
議
会
議
長
の

あ
い
さ
つ
を
皮
切
り
に
、
一

般
経
過
報
告
、
選
挙
管
理
委

員
会
報
告
の
後
、
２
０
１
０

年
度
の
運
動
方
針
に
つ
い
て

提
案
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
案
の

提
案
を
行
い
、
賛
成
多
数
で

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
最

後
に
恒
例
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
若
い
組
合

員
の
参
加
が
目
立
ち
、
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
現
業
で
は
数
少

な
い
若
い
方
た
ち
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少

な
い
人
数
で
も
、
よ
り
効
果

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

12
月
22
日
人
事
課
交
渉

～
組
合
要
求
を
提
出
～

大
会
終
了
後
に
お
い
て
、

最
大
の
課
題
で
あ
る
現
業
業

務
の
見
直
し
問
題
に
つ
い
て
、

12
月
22
日
人
事
課
交
渉
（
詳

細
は
裏
面
を
参
照
）
ま
で
の

経
過
を
報
告
し
、
今
後
、
職

場
と
仕
事
を
守
る
た
め
現
業

組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

組
合
要
求
は
別
紙
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

愛知県職連合会
現 業 評 議 会
名古屋市中区三の丸2-3-2
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№ 1001
○ 12月23日県職連合

第４回定期大会を開催
○ 現業業務の見直し交渉

12月22日第２回(県職)
○ 現業業務の見直し交渉

第３回１月下旬頃予定(県職)

現業評議会
役 員 学 習 講 座

日 時： ２月５日(金)午後２時開会
２月６日(土)正午まで

場 所： サンヒルズ三河湾
（地方共済組合施設)

蒲郡市三谷町南山1-76
電話０５３３－６８－４６９６

内 容： ① 現業業務の見直し問題の交渉経
過と到達点

② 賃金・権利制度の仕組み
③ 現業職員を取り巻く情勢
④ １年間の行動計画

申込先： 組合本部現評担当(ＦＡＸ可)へ
申込締切：２０１０年１月２５日(月)まで
職員組合本部

電 話０５２－９５４－６８８０
ＦＡＸ０５２－９７２－０６４９

現
業
評
議
会
は
、
12
月
23
日
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
於

い
て
県
職
連
合
現
業
評
議
会
第
４
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

笹
山
議
長
は
、
「
現
在
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
現

業
業
務
の
見
直
し
問
題
を
は
じ
め
現
業
組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

現業評議会議長
笹山 真司

(動物保護管理ｾﾝﾀｰ尾張支所)

12月23日に開催した定期大会で運動方針等を承認し

ていただき、無事終えることができ、ありがとうござ

いました。

現業業務の見直し問題は、現在、人事課と病院事業

庁それぞれに交渉を進めています。さらに今後は、給

与の見直しが大きな課題となってきます。

現在現業職員は、みなさんもご承知のとおり、１９

９名近くに減少してしまいました。そのため、組合活

動も、なかなかできない厳しい状況になってきました。

現業業務の見直しに対して現業評議会は、これまで

職場集会や職種ごとの集会を開き、現業組合員の意見

･要望を集約してきました。

この問題に対する現業組合員の思い、励ましを糧に、

本部役員一丸となって頑張っていきたいと考えていま

す。引き続き議長をやらせていただくことになりまし

たので、よろしくお願いします。



現
業
評
議
会
は
、
12
月
22
日

人
事
課
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
は
、
10
月
に
各
分
会
か

ら
集
約
し
た
意
見
を
基
に
、
11

月
12
日
に
第
２
回
目
の
交
渉
を

行
い
、
そ
の
後
交
渉
経
過
を
報

告
す
る
と
と
も
に
再
度
補
強
意

見
を
集
約
し
、
今
回
の
交
渉
に

臨
み
ま
し
た
。

ま
た
、
交
渉
に
あ
た
り
別
紙

の
と
お
り
当
局
に
書
面
で
提
出

し
、
そ
の
根
拠
を
交
渉
で
主
張

し
ま
し
た
。

交
渉
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
組
合
の
主
張
◆

現
業
業
務
に
つ
い
て
、
４
区

分
に
仕
分
け
さ
れ
た
。
組
合
員

は
、
将
来
的
に
生
活
は
ど
う
な

る
の
か
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

ま
ず
確
認
を
し
た
い
の
は
、

現
業
業
務
の
あ
り
方
を
交
渉
し

て
い
る
中
で
、
新
年
度
の
人
員

削
減
の
話
し
が
出
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
守
衛
に
つ
い
て
委
託

化
に
よ
り
削
減
の
話
し
が
個
別

に
進
ん
で
い
る
。
な
ぜ
こ
う
な

る
の
か
説
明
し
て
欲
し
い
。

◇
人
事
課
◇

守
衛
業
務
は
従
来
か
ら
委
託

化
を
順
次
す
す
め
て
い
く
状
況

の
中
で
や
っ
て
き
た
経
過
が
あ

る
。

【
廃
止
す
る
業
務
】

◆
組
合
の
主
張
◆

現
業
業
務
を
４
区
分
と
す
る

提
示
（
廃
止
す
る
業
務
、
民
間

委
託
化
、
非
常
勤
化
、
当
面
は

正
規
職
員
で
行
う
業
務
）
に
対

し
て
「
や
む
を
得
ず
了
承
す
る
」

と
し
た
職
場
・
職
種
は
あ
る
が
、

組
合
員
討
議
を
し
て
き
た
結
果

で
あ
り
苦
渋
の
決
断
で
あ
る
。

「
廃
止
す
る
」
「
民
間
委
託
」

す
る
時
期
が
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
中
で
、
定
年
・
再
任
用
ま

で
同
じ
職
場
・
同
じ
職
種
で
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
条
件
で
あ
る
。

◇
人
事
課
◇

で
き
る
だ
け
本
人
の
意
向
を

尊
重
し
た
い
が
、
ポ
ス
ト
の
関

係
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
民
間
委
託
化
関
係
】

◆
組
合
の
主
張
◆

財
産
管
理
課
の
守
衛
に
つ
い

て
、
職
場
で
は
他
の
職
種
へ
の

変
更
を
上
司
か
ら
打
診
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
話
が
先

行
し
て
い
て
個
々
の
意
見
は
出

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
分
会
ま

と
め
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
重

要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
組
合

を
通
じ
て
ほ
し
い
。

コ
ロ
ニ
ー
給
食
関
係
に
お
い

て
、
東
京
の
あ
る
施
設
で
は
民

間
受
託
会
社
が
倒
産
し
給
食
業

務
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
と
聞
い
た
。

こ
の
こ
と
は
利
用
者
に
一
番
し

わ
寄
せ
が
あ
り
、
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
の
で
直
営
で
や
る

べ
き
で
あ
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
個
人
食

に
対
応
で
き
る
委
託
先
は
あ
る

の
か
。
検
討
し
て
い
る
の
か
。

◇
人
事
課
◇

現
在
、
コ
ロ
ニ
ー
給
食
部
門

で
は
一
部
洗
浄
関
係
が
委
託
さ

れ
て
い
る
。
委
託
で
き
る
部
分

は
あ
る
と
考
え
る
。

国
立
病
院
等
の
実
態
を
組
合

で
つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

【
非
常
勤
化
関
係
】

◆
組
合
の
主
張
◆

女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
・
・
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
と
現
業
職
員
で
あ

る
介
護
員
と
は
仕
事
は
違
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
業
務
の

区
分
け
を
き
ち
ん
と
示
し
て
欲

し
い
し
、
区
分
け
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
一
時
保
護
に

至
る
Ｄ
Ｖ
の
ケ
ー
ス
が
増
加
し

て
い
る
中
で
、
突
発
的
な
業
務

に
対
応
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
心
理
職
、
福
祉
職
、

介
護
員
の
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す

す
め
て
い
る
。
非
常
勤
職
員
で

で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

【
当
面
は
正
規
職
員
関
係
】

◆
組
合
の
主
張
◆

当
面
は
正
規
職
員
で
行
う
業

務
と
い
う
提
示
に
つ
い
て
は
了

承
す
る
が
、
「
当
面
」
を
削
除

し
て
ほ
し
い
。

正
規
職
員
の
退
職
後
は
正
規

職
員
で
採
用
す
る
こ
と
。

動
物
保
護
管
理
指
導
員
の
一

般
職
化
に
つ
い
て
は
別
課
題
と

し
て
交
渉
し
て
ほ
し
い
。

◇
人
事
課
◇

先
回
当
局
の
考
え
方
を
お
示

し
し
た
が
、
別
の
機
会
を
設
け

る
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
。

【
業
務
の
あ
り
方
４
区
分
に
つ

い
て
】

◆
組

合
◆

運
転
業
務
と
い
う
仕
切
り
で

扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

◇
人
事
課
◇

自
動
車
運
転
業
務
は
、
民
間

に
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
廃
止

が
基
本
で
す
す
め
て
き
た
。
廃

止
す
る
業
務
、
非
常
勤
化
、
当

面
正
規
で
行
う
業
務
に
区
分
け

し
た
の
は
、
特
殊
な
自
動
車
を

運
転
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ど
う

か
。
秘
密
保
持
の
観
点
か
ら
残

し
た
方
が
よ
い
と
判
断
し
区
分

け
を
行
っ
た
。

【
全
体
要
求
に
つ
い
て
】

◆
組

合
◆

全
体
の
要
求
に
対
し
て
文
書

で
回
答
す
る
こ
と
。
各
職
種
に

委
託
化
や
非
常
勤
化
す
る
根
拠

は
何
か
。
な
ぜ
区
分
す
る
の
か
、

組
合
員
に
説
明
で
き
る
文
書
回

答
を
求
め
る
。

◇
人
事
課
◇

今
回
現
業
業
務
を
４
区
分
に

し
た
考
え
方
は
、
民
間
委
託
化

に
つ
い
て
、
民
間
で
同
じ
業
務

が
あ
り
、
コ
ス
ト
面
、
サ
ー
ビ

ス
面
に
お
い
て
効
率
化
が
図
ら

れ
れ
ば
行
っ
て
い
き
た
い
。

非
常
勤
化
に
つ
い
て
は
、
そ

の
業
務
の
規
模
が
小
さ
く
委
託

が
非
効
率
、
業
務
が
特
殊
で
委

託
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
な

ど
委
託
に
馴
染
ま
な
い
業
務
は

非
常
勤
化
を
考
え
て
い
る
。

次
回
、
１
月
下
旬
の
交
渉
で

回
答
し
た
い
。

追
加
提
示
（
出
納
管
理
課

印
刷
業
務
）

当
日
、
次
の
と
お
り
追
加
提

示
が
あ
っ
た
。

出
納
管
理
課
の
印
刷
業
務
に

つ
い
て
、
廃
止
す
る
業
務
と
し

た
い
。
県
の
印
刷
業
務
は
す
べ

て
外
注
す
る
こ
と
と
な
る
。

実
施
時
期
は
示
す
こ
と
が
出

来
な
い
が
、
近
々
発
表
さ
れ
る

今
後
５
年
間
の
行
革
大
綱
の
中

に
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

印
刷
業
務
従
事
者
の
処
遇
に

つ
い
て
は
、
本
人
の
意
向
を
ふ

ま
え
て
対
処
し
た
い
。

▼
年
間
行
動
計
画
▲

本
部
役
員
会
議
（
本
部
の
み
）

月
１
回
第
２
土
曜
日

支
部
等
代
表
者
会
議

月
１
回
第
２
土
曜
日
午
後

役
員
学
習
講
座

２
月
５
日
（
金
）
午
後
か
ら

２
月
６
日
（
土
）
正
午
ま
で

サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾

４
・
５
月
の
取
り
組
み

組
合
員
異
動
調
査

給
与
実
態
調
査

現
業
評
議
員
会

６
月
19
日
（
土
）
午
後

現
業
レ
ク

７
月
10
日
（
土
）
か
ら

７
月
11
日
（
日
）

学
習
交
流
集
会

10
月
29
日
（
金
）
午
後
か
ら

10
月
30
日
（
土
）
正
午
ま
で

２０１０年度本部役員体制
～よろしくお願いします～

議 長 笹山 真司
(動管センター尾張支所)

副議長 鬼頭 昭二
(畜産総合センター)

副議長 友山啓太郎
(がんセンター中央病院)

事務局長 白頭 聖志
(畜産総合ｾﾝﾀｰ段戸山牧場)

対策委員 加藤 眞也
(農業総合試験場)

対策委員 田邊 靖典
(動管センター尾張支所)


